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【フィルタレス蛍光センサについて】 

我々はこれまで，µTAS に適した蛍光検出器と

して，光学フィルタなどを必要としないフィルタ

レス蛍光センサに関する研究を行ってきた[1,2]．さ

らに，当該センサの応用として，蛍光検出による

遺伝子多型分別の模擬実験にも成功している[3]．

本稿では，従来の検出法で生じていた，検出ばら

つきの低減について報告する． 

【検出ばらつきの要因】 

フィルタレス蛍光センサの基本原理は，シリコ

ンの吸収係数が光の波長依存性を有している点に

注目している．同時に励起光と蛍光をセンサに照

射すると，光電効果によってそれぞれの光強度に

応じた電子が生じる．従来は，この電子量を定式

化することで，センサに入射した励起光強度と蛍

光強度を算出していた． 

しかし，蛍光によって生じる電子量は，励起光

によって生じる電子量に比べて非常に少ない．そ

の為，図 1 に示す赤色四角のプロットのように，

蛍光強度の算出結果は 2%程度のばらつきが生じ

ている．このばらつきを桁単位で低減することで，

蛍光の検出能力は格段に向上する． 

【実験と結果】 

従来は，励起光信号の大きさに応じたレンジで

出力を読み出していた．また，同じレンジで同時

に蛍光信号も読み出していたため，蛍光信号の読

み出し確度が下がっていた．これを換言すれば，

ばらつきを低減するためには，蛍光によって生じ

る微量な電子量を可能な限り正確に読み出す必要

がある． 

そこで本研究では，励起光信号と蛍光信号に最

適なレンジで読み出すことができるシステムを構

築することで，それぞれの信号に適した確度で出

力を読み出すことができるようにした． 

その結果，図 1 に示す青色丸のプロットのよう

に，蛍光強度の算出結果を 0.5%程度のばらつきに

低減することに成功した． 

【まとめ】 

今回提案した読み出しシステムとフィルタレス

蛍光センサをワンチップ化することで，高精度で

小型な蛍光検出器を実現できる． 
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図 1：検出ばらつき低減前後の出力 
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